
A.ローラーポンプカバーを
開けます

B.チューブディスクを
ソケット 3 に完全に
挿入します

C.チューブを送り込みながら
ノブを反時計回りに
しっかりと回します

D.チューブを 3 に
完全にはめ込みます
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3 ポンプチューブ
          の取り付け

5 チューブの
        プライミング
A.ローラーポンプカバーを閉じます
B.ボタンを押してから離します
C.ポンプが2分間作動します
フローインジケータが回転すること、
気泡が除去されたことを確認
します

2分経過しても気泡がある
場合は、2～5のステップ
を再チェックします  

2
オレンジ 側を下にして
スタンドに置きます

4生理食塩水バッグ
           へのスパイク挿入

6 エアトラップ
        の挿入
A.青色 側を下にして
チャンバー内に挿入します

B.コンソールの上部
カバーを閉じます

チューブが上部カバーに挟ま
れていないことを確認します
正しい配置については裏ページ
をご覧ください

1コイルの挿入
A.コンソールの電源を
入れます

B.フタを開けます
C.コイルを温度コント
ロール槽に入れます

D.フタを閉じ、フタの
スリットにチューブを
通します

生理食塩水バッグ内に
スパイクが完全に挿入
されているのを確認します

PRIME

T H E R M O G A R D  HQTM   セットアップガイド

エアトラップ
の配置
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チューブが溝に
はめ込まれている

治療時のカテーテルの接続

搬送時のカテーテルの接続

バッグのチューブが
溝にはめ込まれて
いる

ローラー
ポンプに取り
付けられた
ポンプチューブ

チューブが上部
カバーに挟まれて
いない

T H E R M O G A R D  HQTM   セットアップガイド

T1: T1患者体温プローブ  

T2: T2患者体温プローブ（任意）



ディスプレイガイド
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Power: 目標体温達成または維
持のために、本システムがど
の程度動作しているかを示し
ます。T1: T1プローブの患者体温

T2: T2プローブの患者体温

冷却液: 温度コント
ロール槽の冷却液
温度

Hi / Lo: T1患者体温
の上限／下限アラーム

トレンド: 目標体温やモー
ドの推移を示します。
一番右のセグメントが現
在の状況を示します。

経過: 各モードでの経過
時間。一番右のセグメン
トは、現在のモードでの
経過時間を示します。

実行▶／待機ボ
タンⅡ

／／／

メニュー≡／Enter



ディスプレイガイド

1 2 3 4

無効

有効

要確認

電源オフ
状態
充電済み

要交換

接続されてい
ない
接続されている

要確認

無効

有効

要確認

WiFi接続 WiFi
バッテリー

デジタルEMR
（電子カルテ）出力

患者体温出力

1

5

5

2 3 4

USBへのデータのダウンロード:

1. USBドライブを挿入する
2. 緑色に点灯するまで待つ
3. USBドライブを抜く

接続されて
いない
コピー中

完了

要確認

①②は日本未対応です。


